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神籠石とは 

鹿毛馬神籠石は７世紀頃の築造と考えられています。神籠石とは古代

の文献に記録がない、丘陵斜面に２～４ｋｍにわたり切石をめぐらせた

古代の遺跡です。北部九州から瀬戸内海沿岸に１６箇所が確認されてい

ます。神籠石の性格について霊域説と山城説との論争が展開されました

が、発掘調査などから山城説が確定的となりました。 

一方、朝鮮式山城（大野城や基肆
き い

城など）は文献に記録が残されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

神籠石の由来          

本来、高良大社の参道脇にある「馬蹄石」を『神籠石』と呼んでいまし

た。ちなみに、「列石」を『八葉の石畳』と呼んでいました。江戸時代中期

になると「列石」を『神籠石』と混同して呼ぶようになります。そして明

治３１年（１８９８）、高良山にある列石を有する遺跡を「神籠石」として

学会に紹介するようになります。 
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鹿毛馬神籠石のこれまでの経緯 
昭和10年代には地元による列石の掘り起こしが行われ、約 2kmにわたる列石が

一部を除きほぼ完全な状態で残っていることが判明しました。昭和13年（1938）

5月には「鹿毛馬神籠石指定地求積三叉図（600分の1）が作成され、昭和14年

（1939）頃、水門部分等の掘り出しも行われ、昭和20年（1945）2月に列石を

中心に約34,302㎡が国の史跡に指定されました。 

平成 14年（2002）3月に周囲を含む山全体を史跡の範囲とするために追加指定

を受け、総面積が358,238㎡となり、公有地化事業を進め、平成31年（2019）

には史跡地全体の公有地化が完了しました。今後、鹿毛馬神籠石の具体的な保存・活

用の実施が期待されています。 

 
 昭和 10年（1935）  地元による列石の掘り起し 

 昭和 13年（1938）  鹿毛馬神籠石指定地求積三叉図（600 分の 1）作成 

 昭和 14年（1939）頃 水門部分等の掘り出し 
 昭和 20年（1945）  国史跡指定（列石線の両側 5 間合計10間の幅） 

 昭和 28年（1953）  水門調査 

             豪雨により列石線が 3 ケ所崩壊 
 昭和 42年（1967）   鹿毛馬神籠石環境整備計画策定 

 昭和 58年（1983）   保存管理計画策定 

昭和 58 年（1983）  
             水門部及び列石未確認部分の確認調査 

昭和 59 年（1984） 

平成 6 年（1994） 
             発掘調査 

平成 9 年（1997） 

平成 11 年（1999）  保存整備基本計画策定 
平成 13 年（2001）  保存整備基本設計策定 

平成 14 年（2002）  国史跡追加指定（列石線を含む山全体） 

平成 15 年（2003）  豪雨による被災 
平成 18 年（2006）  市町合併（飯塚市・穂波町・筑穂町・庄内町・頴田町） 

平成 21 年（2009）  九州北部豪雨による被災 

平成 22 年（2010）  豪雨により4ケ所被災 
平成 31 年（2019）  指定区域内公有地化完了予定 

 令和元年（2019）   短期整備分の設計業務 
 令和２年（2020）   短期整備工事 鹿毛馬神籠石関連展示 

～ 
～ 
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文献上の記録 
鹿毛馬神籠石の記録としては、貝原益軒著『筑前国続風土記』のなかで

「小堤山・古家山とて、いにしへ馬牧有りし所なり。四方に石垣を築廻せ

り。めぐり二十町許有り。この牧より鹿毛の良馬出しこと有て、村の名と

せしにや」と記されています。 

 鹿毛馬神籠石が絵図として描かれた資料としては、明治31 年（1898）

に発行された『福岡県名所図録図絵』の「福岡縣筑前國嘉穂郡頴田村大

字鹿毛馬厳島神社相殿牧野神社之図」において、当時は社殿があった牧

野神社の周りに牧野石として列石が描かれています。 

    

 

第１暗渠須恵器出土状況 第１暗渠出土須恵器実測図 

『福岡県名所図録図絵』より「福岡縣筑前國嘉穂郡頴田村大字鹿毛馬厳島神社相殿牧野神社之図」 
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築造時期 
出土遺物が少ないため明らかにできませんが、昭和５８年度調査におい

て第１暗渠の取水口前面に構築された水溜遺構の地山直上で確認された

須恵器の甕が築造時期を示唆する貴重な資料とされています。この甕の時

期については８世紀まで下らないと考えられ、そのため鹿毛馬神籠石の築

造時期については７世紀代であったと推察されます。また、列石前の柱穴

内から須恵器長頸壺の頸部片が出土しています。 
 

まとめ 
発掘調査の結果、鹿毛馬神籠石の構造などについておおむね明らかとな

りましたが、その性格・築造時期を明確に位置付けるまでは至っておらず

未だ多くの謎に包まれています。ただし、神籠石の分布が北部九州から瀬

戸内海沿岸部に偏在していることから、東アジアの対外的緊張関係を背景

に出現した城郭的防衛施設として考えられます。鹿毛馬神籠石が立地する

地理的条件と外郭の東側最奥部については土塁が築造されなかった理由

を考えると、鹿毛馬神籠石は大宰府方面若しくは遠賀方面から豊前方面へ

抜けるルートを抑える拠点として築造されたと推定されます。 

Ｃ地点土塁土層図 


